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たんぽぽ舎です。【TMM:No4108】
2021年１⽉１６⽇(⼟)地震と原発事故情報
             ５つの情報をお知らせします
                      転送歓迎
━━━━━━━ 
★１．上関原発ボーリング調査は2020年12⽉15⽇に再度中断
   ボーリング調査を実施できないのは
   祝島漁⺠の同意を得ていないから
   中国電⼒の「2000年補償契約で補償済み」との主張が
   成り⽴つはずはない
   中国電⼒が2021年に三度調査を試みても、
   ⼭⼝県と共に⼤恥をかくだけ
   連載「権利に基づく闘い」その15
               熊本⼀規（明治学院⼤学名誉教授）
★２．“集会”は多くの情報がえられ、多くの知⼈と会える貴重な場
   1/13(⽔)⽇本原電＋東電⾏動の「ちょっと変わった報告」
       柳⽥ 真 (たんぽぽ舎共同代表、
            とめよう︕東海第⼆原発⾸都圏連絡会)
★３．外環トンネル上で第３の空洞発⾒
   トンネルの直上部に帯状に地盤の緩み
   「外環道路事業・⼯事の中⽌を求める」ネット署名のお願い
               早川芳夫（メールマガジン読者）
★４．稼働中原発は４基…⽞海３号、川内１号、川内２号、⼤飯４号
   (⼤飯４号は関⻄電⼒、他の３基は九州電⼒)
   2021年１⽉16⽇(⼟)現在の原発稼働状況
               ⼭崎久隆（たんぽぽ舎共同代表）
★５．福島第⼀原発処理⽔の「海洋放出おかしい」⼭本拓元農⽔副⼤⾂
   「原発敷地内にタンク増設の余地はある…」…ほか
   メルマガ読者からの原発等情報２つ(抜粋)
                 ⿊⽊和也 (宮崎県在住)
━━━━━━━ 
※１／１８(⽉)岩垂 弘さん連続講座第９回にご参加を︕



 10回連続講座「⽇本⼈は核にどう向き合ってきたか被爆75年、
        核廃絶運動を顧みる」
 第９回「世界は再び核軍拡競争へ⽇本国⺠に問われているもの」

 講 師︓岩垂 弘さん(ジャーナリスト・元朝⽇新聞編集委員) 
 ⽇ 時︓１⽉１８⽇(⽉)14時より16時30分
 会 場︓「スペースたんぽぽ」(⾼橋セーフビル１Ｆ)
 参加費︓800円  (予約の必要はありません)
━━━━━━━ 

┏┓ 
┗■１．上関原発ボーリング調査は2020年12⽉15⽇に再度中断
 ｜  ボーリング調査を実施できないのは
 ｜  祝島漁⺠の同意を得ていないから
 ｜  中国電⼒の「2000年補償契約で補償済み」との主張が
 ｜  成り⽴つはずはない
 ｜  中国電⼒が2021年に三度調査を試みても、
 ｜  ⼭⼝県と共に⼤恥をかくだけ
 ｜  連載「権利に基づく闘い」その15
 └──── 熊本⼀規（明治学院⼤学名誉教授）

◎ 中国電⼒は、昨年12⽉15⽇に上関原発予定海域でのボーリング調査
を中断する旨発表した。
 同年11⽉４⽇から調査を試みたものの、実際に調査海域に来る⽇は
週に⼀度程度のうえ、来ても祝島漁⺠に協⼒を断られて何もできずに
帰るだけであった。
 2019年にも11⽉８⽇からボーリング調査を試み、祝島漁⺠に協⼒を
断られて何もできないまま12⽉16⽇に中断を発表したが、昨年には、
より密度の薄い「調査の試み」を繰り返しただけであった。

◎ 祝島漁⺠の同意が得られなければ調査ができないのは、調査が
祝島漁⺠の「漁業を営む権利」を侵害するのに、補償をせず、祝島
漁⺠の同意を得ていないからである。
 中国電⼒は「2000年補償契約で祝島漁⺠に補償済み」と主張している
が、祝島漁⺠は同契約に伴う補償⾦を受け取っていない。
 さらに、2000年補償契約の際に2019年・2020年のボーリング調査の
実施が予測されていたはずはないうえ、祝島漁⺠も2000年当時と
今とではメンバーがかなり異なっている。
 したがって「2000年補償契約で補償済み」との中国電⼒の主張が
成り⽴つはずはない。



◎ 中国電⼒は、2019年には、上記の点を指摘した祝島島⺠の会からの
「反論及び質問書」が届いた12⽉16⽇に調査中断を発表した。
 2020年には、11⽉10⽇に「反論及び質問書」への回答を要求した
ところ、約１カ⽉後の12⽉11⽇に「2000年補償契約で補償済み」との
回答を⼝頭で⾏なってきた。
 「2000年補償契約で補償済み」では説明できない点を尋ねられている
にもかかわらず、「2000年補償契約で補償済み」を繰り返すのでは回答
になっていないことは明らかであり、回答不能と受け取られても
やむを得ない。

◎ 2021年、中国電⼒は三度（みたび）ボーリング調査を試みようと
するだろうか︖
 ボーリング調査を試みるには⼭⼝県から⼀般海域占⽤許可を
得なければならず、県が同許可を出すには「利害関係⼈の同意」を
得なければならない。
 ⼭⼝県は「共同漁業権は排他的権利」との⽔産庁ＨＰ上の記述を
根拠として祝島漁⺠を「利害関係⼈」に含めてこなかったが、⽔産庁
は、筆者とのやり取りをつうじて、ＨＰ上の記述が不正確であり、
「共同漁業権の排他性は他の共同漁業権にのみ及ぶ」ことを認めている
から、これ以上祝島漁⺠を「利害関係⼈」に含めないことは許されない。
 仮に⼭⼝県が三度違法な許可を出したとしても、中国電⼒は、
2019年・2020年よりもさらに密度の薄い「ボーリング調査の試み」
しかできず、⼭⼝県も中国電⼒も三度⼤恥をかいて、さらに惨めに
なるだけである。

 注︓ボーリング調査中断に関し、
   詳しくは、筆者ＨＰ http://www.kumamoto84.net 
   及び同ＨＰに掲載した筆者へのインタビュー記事
   （⻑周新聞2020年12⽉2⽇号）を参照されたい。

┏┓ 
┗■２．“集会”は多くの情報がえられ、多くの知⼈と会える貴重な場
 ｜  1/13(⽔)⽇本原電＋東電⾏動の「ちょっと変わった報告」
 └──── 柳⽥ 真 (たんぽぽ舎共同代表、
            とめよう︕東海第⼆原発⾸都圏連絡会)

１．集会はとても多くの情報がえられる。プラス多くの⼈(⼜は知⼈)と
会える貴重な場だ。(とくにコロナ下で外出制限下、「密」をさける

http://www.kumamoto84.net/

